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株式会社 ぶんか社
 


ガテン系不良社長に露天風呂で襲われました




　　こんな所じゃ、お客様にバレちゃいます！





黄田原秋生・著

犬槻まなか・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　開店直前の日帰り温泉施設の館内を、私は社長を捜し回っていた。

「社長！　畑はた野の社長！　どちらにいらっしゃるんですか？」

　天井の高い玄関ホールに、私の声だけが響いている。忙しそうに開店作業をする従業員達は声を張り上げる私をちらりと見るけれど、「またか」といった様子で自分の仕事に戻っていく。

「竹たけ田ださん、社長なら貸し切りの露天風呂の方に行くのを見ましたよ」

　カウンターに立つ五十代後半の黒のスーツ姿の男性が、レジの釣り銭を確認しながら私に教えてくれた。

「またですかぁ……」

　私は大げさに顔をしかめる。社長の行き先を教えてくれた副支配人の倉くら本もとさんは、私の表情に苦笑しているようだった。

　私、竹田笑え美みの捜しているのは、この畑野観光株式会社社長である、畑野圭けい次じだ。畑野社長は、支配人も兼任しているはずだけれども、実質的な支配人業務は、ほとんどを副支配人の倉本さんがとりしきっている。

　そもそも、社長としての仕事をしているのか。そこからして畑野社長は謎だった。

　この『天然温泉・湯ゆ野の畑はた』は、十年前の宅地造成中に湧き出した天然温泉を利用し、男女それぞれに大浴場や露天風呂、サウナ、また貸し切り露天風呂などを備えた、郊外によくあるタイプの日帰り入浴施設だ。私が高卒でここに就職した六年前は、周辺に新しい施設ができて苦戦していたようだったけど、三年前に現社長が支配人に就任してからは盛況が続いている。畑野社長になってから増築した「水着で入る温泉プール」が大人気で、ＳＮＳ映えすると、カップルや子ども連れのお客さんが増えたのが大きい要因だった。

　私の担当は施設の整備や清掃などで、お客さんに快適に過ごしてもらうために、パートさんへ指示をしつつ、掃除をしたり、設備の点検をしたりしている。

　私は倉本副支配人に教えてもらった通り、貸し切り風呂の方へ向かった。開店前に社長に確認してもらいたいことはいくらでもある。

「社長！　厨ちゅう房ぼうの換気扇の異音の件と、再来週からの『ハロウィン風呂』イベントの詳細の確認なのですが」

　よしず張りの床の脱衣所から、小ぶりの貸し切り露天を覗くと、湯煙の向こうに金髪に近いような茶色の頭が見えた。間違いない、畑野社長だ。私は大きな声で、すぐに確認の必要な用件を叫ぶ。

「あぁ？　竹田か……お前、しつっこいぞ？最高の朝風呂なんだから邪魔すんなよなぁ」

　ため息交じりの返答が、無色透明のお湯がたたえられた湯ゆ槽ぶねの中から聞こえてくる。

「あと三十分で開店だっていうのに、社長こそ何をやってるんですか!?　いつもいつも、こんな時間帯に朝風呂なんか入って！」

「今日は貸し切りの予約、午後からしか入ってなかったぞ。そこら辺はちゃんと確認してるぜ？」

　しっかり掃除もするしなぁ、などと続けつつ、悪びれもせずに、畑野社長が私のお小こ言ごとに返してきた。まったく無責任きわまりない社長だ。自分の任せられている施設について、知りたいとは思わないのだろうか。苛立ちをぐっと堪こらえて、私は畑野社長にもう一度声をかける。

「そういう問題ではありません。早く、確認をお願いします」

「アレぐらいなら、倉本さんに任せて済む話だろ」

「畑野社長は支配人なのですから、きちんとこの施設について知るべきではないですか？　『ハロウィン風呂』企画は、去年からの開催ですが、社長の発案ですよね？」

　畑野社長は、責めるような私の言葉を聞き、あからさまに嫌そうな顔をしながらお湯から身体を持ち上げる。

「あー、……わーかったよ、しょうがねぇ、仕事してやるよ」

「……ちょ、は、畑野社長！」
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　お湯から上がってきた社長は、当たり前なのだけれども、裸だった。

　畑野社長は十年前に温泉を掘り当てた畑野建設株式会社、つまり、この温泉施設の親会社社長の次男坊で、もともとは建築現場に出ていたそうだ。そのせいか、ガテン系で体格が良い。百八十センチ近い身長に加え、全身に実用的な筋肉がガッチリとつき、無駄な脂肪は一切ない。日に焼けた浅黒い肌は、三十三歳という社長の外見を三、四歳は若く見せている。そして金髪に近い茶色の髪はサイドを刈り上げて頭頂部を立たせたツーブロックで、少し垂れた瞳に高い鼻筋、厚めの唇と、黙っていればイケメンの範はん疇ちゅうの男らしくワイルドなルックスはいかにも遊び人らしく、若い女性にもモテそうだ。

（えっ？　タオル巻いてないし！）

　うっかり視線を下に送ってしまい、裸の社長の股間の繁みが視界に入り、反射的に頬が熱くなった。慌てて目をそらすが、社長は私の反応を目ざとく見つける。

「ん？　どうした、顔が赤いぜ竹田ちゃん？　初う心ぶだなぁ。まさか処女とかねぇだろうな？」

　からかうように笑いながら、畑野社長は私にそんなことを言ってくる。セクハラすれすれ、というより、セクハラそのものの言葉に私は慌てて反論した。

「しょ、処女とか！　こう見えて二十四歳です。そんなはずは……」

「え？　竹田が二十四歳？　十二歳の間違いじゃねぇの？　小さすぎだろ〜。小学生だって、今いま時どきは竹田ちゃんよりでっかいのいるだろ。ほんとに百五十センチあんのか？」

　百五十センチと、小柄なことを気にしている私を、畑野社長はことさらにからかってくる。社長にからかわれている、というのも悔しかったが、私の中に何かもやもやとした塊が湧き出していく。背が低くて、黒髪ショートカットで、今は従業員の制服である白のロゴ入りポロにジャージのズボンで、体形も確かに幼児体形だし、色気のないのはわかっている。でも、畑野社長にそこを指摘されると無性に腹が立つ。

「……あります、ジャスト百五十です」

「はは、百五十ちょうどとか言うヤツって、絶対それより低いんだよな。俺は潔く、『自分は百七十九だ』って言ってるぜ」

「ほんとに百五十あります、ありますって！」

　社長に子ども扱いされることに、悔しさや苛立ち以外の何かを感じていたが、よくわからない。私は手にした企画書や報告書などを、脱衣所で身体を拭く社長に押しつける。

「……社長。ちゃんと、これに目を通しておいてください」

　上目遣いでにらみながら言ってみたが、私の苛立ちは通じないようで、畑野社長の目は笑っていた。半裸の社長を脱衣所に残し、もやもやした気持ちを抱えたまま、私は自分の開店業務へと戻っていった。

　

　平日は午前七時半、土日祝日は午前八時から、『天然温泉・湯野畑』は営業を開始する。閉店は二十三時で、勤務は早番、中番、遅番の三交代制だ。私は施設の整備全般を担当していて、清掃には特に気を使っている。こういった入浴施設では、泉質や効能はもちろん、施設の清潔さなどにもお客さんのチェックは厳しい。それに対応するのが自分の役目なのだと、私は使命感に燃えている。

「なんで畑野社長って、いつもアレなんでしょうねぇ……」

　私は開店業務の最後の仕上げとして、フロントの前の絨じゅう毯たんに丁寧に掃除機をかけながら、カウンターの中の倉本さんに社長の愚痴をこぼす。いつもニコニコと私の愚痴を聞いてくれる倉本副支配人は、良い相談役だった。

「今日もまた、朝風呂とか言ってお客さん用のお風呂に入ってますし、なんかこう、責任感が薄いというか……」

「しかし、畑野社長がこちらの支配人に就任されてからは、業績は伸びてますし、リピート率もとても高くなっていますからねぇ。私や竹田さんみたいな人間には見えない魅力を見つけ出すのが、畑野社長はお上手なのでは？」

　倉本さんの、畑野社長をフォローするような言葉を聞いて、私は不満げに口先を尖らせる。自分が融ゆう通ずうの効かない、頭の固いタイプだという自覚はある。倉本さんも同じように、真面目で堅実で、冒険心はあまりない。そして、倉本さんには落ち着きがあるが、私には落ち着きがない。猪ちょ突とつ猛もう進しんで周囲が見えなくなることも多く、その度に倉本さんに迷惑をおかけしてきた。それでも、お客さんのために頑張って仕事をしてきたのだ。私にはどうしても、社長のサボり癖が許せなかった。

（社長も、もっと熱心に、ここのことを考えてくれたらいいのに……）

　ため息を吐く私に、倉本さんが穏やかに声をかけてくれる。

「竹田さん、あと十分で開店ですよ。並んでくださってるお客様にお茶を出しに行きましょう」

　入り口の自動ドアの向こうには、もう四〜五組ほど朝の常連のお客さんが並んでいるのが見える。私は用意してある冷えた麦茶を持ちながら、通用口から外に出ていった。

　

　それから一週間、私は自分の仕事やイベント準備の手伝いなどで、いろいろと忙しかった。畑野社長は相変わらずで、朝風呂に入ったり、水着で温泉プールをうろうろしたり、施設をのんびり満喫しているようだった。

　そんなある日の午後、「プールサイドでジュースをこぼしてしまった」とお客さんから聞いて、私はバケツとモップを手に温泉プールに向かった。謝るお母さんとジュースをこぼした男の子に「気にしないでくださいね」と一声かけて、私は手際よく片付けていく。

　片付けも終わり、プールサイドを歩く私の耳に、聞き覚えのある声が届く。

「ねぇねぇお姉さん達さぁ、この温泉よく来るの？」

「えー、今日で二回目？　かなぁ」

　ビキニのナイスバディの二人組の女性客に声をかける、いかにも軽い男性の声は畑野社長のものだった。かけられた女性もまんざらでもないのか愛想良く答えていて、傍はた目めからはナンパが成功したようにも見える。

「……しゃちょぉ〜」

　きっと、私の顔は般若の面のように恐ろしい表情になっていただろう。

　見知らぬ男性から声をかけられるのを、嫌う女性も多い。この温泉プールの入り口には『ナンパ・声かけ・つきまといなどの迷惑行為を禁止します』といった注意事項を表示しているはずだ。その注意事項を、社長自みずからが破ってどうするのだ。私の怒りは頂点に達した。怒りの他にも何かわからない複雑な苛立ちが、私の言葉をキツくする。

「社長！　なんであなたが！　率先して迷惑行為をしてるんですか!?」

　畑野社長は、いたずらを見つけられた小学生男児のような、バツの悪そうな表情を浮かべ答えない。私が『社長』と呼んだせいか、ちらほらいたお客さん達がこちらを見つめてざわざわしはじめる。

「え、嘘、社長って、今の人、この温泉の社長さん？　すごい若〜い」

「ってか、めちゃかっこいいよね？　独身かな？」

　今、社長が声をかけていた女性二人組も、そんなことを囁ささやきあっていた。

「……ちょ、竹田ちゃん〜、勘弁してよ……」

　頭をかきながら社長は立ち上がり、私の腰を抱きながらその場を離れようとする。

「な、ごまかそうと思ったってダメ……」

　更に続けようとする言葉を手で制止しながら、畑野社長は私をプールの脇の事務所まで引きずっていった。今は監視員も出払っていて、狭い事務所は無人だった。

「……社長とか呼ぶから、客にバレちまったじゃねぇの」

　事務所の壁に向かい、低い声で畑野社長が呟いた。不機嫌そうにすくめられた肩に、私は追い打ちを投げかける。

「バレたらナンパしづらいからですか？　いい加減に、ご自分の任されたこの温泉を、良くしていこうとは思わないんですか？」

　そんな言葉に、畑野社長がぼそりと呟いた。

「馬鹿竹田。ほんと、外見だけじゃなくてガキっぽい……」

「……馬鹿でも、ガキでもありません」

　独り言だったのだろう、小さく吐き出された声に反論すれば、社長がゆっくりと振り返り、大股で私に歩み寄る。怒られるかと思ったのだけれど、社長の表情はなんだか苦しげで、眉間に皺を寄せながら私の後ろの壁に手をついた。畑野社長の大きな身体が天井の蛍光灯を隠して、ふっと目の前が薄暗くなる。

「まぁ、俺も、ガキっぽさじゃ負けてねぇかもな……」

　もしかしたら、怯おびえた表情を浮かべていたのかもしれない。社長の大きな手のひらが私の頬に沿わされ、その冷たさになぜかほっとする。思わず緩んだ私の唇に、乾いた社長の唇が押しつけられる。予想外の衝撃的な出来事に、私の身体は固まってしまった。目を見開いたままの視野の中に畑野社長の顔が大きく映り、ドキドキと激しく鼓動し始めた心臓の音が耳の中に鳴り響く。唇が重なっていた時間はほんの一瞬で、まばたきをする間にはもう離れていた。
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「……好きな女の気を惹ひきたくて、そいつの気に障ることをしちまう、とかな、ガキだよなぁ」

　ははは、と自嘲するような笑いを浮かべて、畑野社長の顔が、私の視界から遠ざかっていった。私は社長の言葉と、いきなりキスをされた事実が理解できなくて、呆然と立ち尽くすしかなかった。

「……じゃぁな、竹田ちゃん。言い訳するようだけどな、俺、ナンパなんかしてねぇから」

　ひらひらと手を振り、畑野社長がプールの事務所の扉を開けて出ていく。私は壁にもたれて、あまりの驚きに混乱しながら今の出来事を反はん芻すうしていた。

（あれは、キス、だよね……？　好きな女？　私のこと？　まさか）

「まさか……、社長、が……？」

　社長の好みは、さっき声をかけていた女性みたいな、ビキニの似合う、胸もお尻も大きい、そんな色っぽい女性なのだろう。こんなガキっぽい、色気もない、そんな私のことを、あの畑野社長が『好き』とかあり得るのだろうか。

（あり得ない。絶対に、あり得ない！）

　今のキスだって、私がナンパしたことを非難したから、混乱させて逃げるためにしたことに違いない。そうでも思わなければ、今の出来事を、私はどうしても理解することができなかった。

「……卑ひ怯きょう者、遊び人、ナンパ野郎、チャラ男、不良社長……」

　一人残された事務所で、社長に対する思いつく限りの悪口を、静かに呟いてみる。でも、そう思い込もうとしても、唇の熱さはごまかすことができなかった。

　次の日と、その次の日も社長が公休で、私は社長と顔を合わせることはなかった。突然にキスをされた日から三日目に中番で出勤すると、社長は珍しく仕事らしいことをしていた。パートさんが発熱で休んだ、ということで、急きゅう遽きょフロントの業務をしているようだった。久しぶりに制服の、白のポロシャツ姿の社長は新鮮だった。玄関ホールの足ふきマットに粘着式のクリーナーを転がしながら、私はフロントの方向に無意識に視線を送る。

「はい、年間パスポートのご希望ありがとうございます。では、こちらの申込書にご記入お願いいたします」

「授乳室ですね。そちらでしたら、この廊下の突き当たり左手にございます。こちらが鍵になりますので、中から施錠してご利用ください」

　スーツ姿の倉本副支配人と並び、畑野社長は丁寧な言葉遣いでてきぱきとお客様の波をさばいていく。私はそんな姿を横目で見ながら、少しだけ社長を見直していた。

（……畑野社長もやればできるのに、なんでいつもああじゃないんだろうなぁ）

　すらすらと接客用語を繰り出しながら、忙しそうに働く社長の横顔を見ていると、不意に三日前の唐突なキスのことが脳裏によぎってしまう。ふと、熱くなったような気がして、思わず右の人差し指で唇を押さえてしまった。

　あの社長の、厚い唇が、私のここに。

（ダメダメダメ！　考えない！　そういう作戦なんだから！）

　少し上気した頬を意識すると同時に、お客さんが途切れ、畑野社長が玄関ホールの私に気づき軽く微笑んだ。その笑顔はなんだかほっとしているように柔らかく、私の心の奥底が不意に苦しく締め付けられる。

（あんな表情も、できるんだ……）

　そんな言葉が、胸の中から浮かんでくる。それを振り払うように私は強く頭を振り、次の清掃場所に大股で歩いていく。フロント業務をする社長の顔を一瞬強くにらみ付け、女性用の脱衣所に早足で向かっていった。

　脱衣所は、とにかく抜け毛が多い。四隅までまんべんなくクリーナーを転がすと、粘着シートが真っ黒になりそうなほどに髪の毛が集まってしまう。早番、中番、遅番の三人の清掃担当が、一日に二回ずつ掃除機の清掃とは別にクリーナーをかけることになっていて、早番が二回は掃除をしているはずなのに、やっぱり大量に髪の毛は集まった。

（そういえば、こうやって一日に六回クリーナー転がすようになったの、畑野社長の指示だったなぁ）

　ふと、そんなことを思い出す。施設の清潔感を保つ、というのは地味で、なおかつなかなか成果のあがらない裏の仕事だ。畑野社長が就任してから、確かに施設の清潔度はあがったように感じている。私は倉本副支配人の、「社長は魅力を見つけ出すのが上手」という言葉を思い出していた。

（もしかしたら、いい社長なのかも……）

　遊んでばかりの不良社長、というのは、私の誤解なのかもしれない。そんな風に融とけかかる社長への不信感を、あのキスが邪魔をする。

（違うから、絶対にダメな社長なんだから。私、社長の作戦にはまってる！　ほだされはじめてる！）

　『好き』とかそういう言葉だって、私のことを騙だまそうとして口から出任せに言ったんだ、絶対にそんな手に乗るモノか。私は唇を引き結んで、次の清掃場所に向かうために脱衣所ののれんをくぐって廊下に出る。

　廊下に出た私の耳に、男性用の脱衣所からざわついた声が届いた。

「……げっ！　ゴキブリじゃん！」

「うえぇ！　おれ虫ダメなんだよ、どうにかしてくれよ〜」

「ど、どうにかしろって、おれは裸だし、どうしょうもねぇって！」

　ゴキブリ、害虫。私の足は、考えるより早く男性脱衣所に向かっていく。

「……大変失礼しましたお客様、ただいま対応いたします！」

　のれんをくぐり抜け叫ぶ私の声にぎょっとしたように、脱衣所の十人程の裸の男性客が振り向く。表情は明らかに困惑しているようだったが、私は「ゴキブリを駆除しなければ」と頭がいっぱいで、それには気づかなかった。洗面台の下を開ければ、殺虫剤のスプレーが入っている。その銀色の缶と備え付けのティッシュの箱を手に、先ほど会話の聞こえた辺りに行けば、ゴキブリはまだその脱衣カゴの下に動かずにいた。

「申し訳ありません、駆除いたしますので」

　会話をしていたとおぼしき若い男性の二人連れにそう声をかけ、私は殺虫剤をゴキブリに向け噴霧する。一瞬動いたゴキブリだったが、薬が効いたようで十五センチ程しか逃げられず、すぐに動かなくなった。すかさず私はゴキブリを大量のティッシュペーパーでくるみ、備え付けのビニール袋に押し込んでとどめを刺した。害虫を殺せた満足感に、私は笑みを浮かべながら立ち上がる。

「…………」

　そんな私を見つめていたのは、困ったような、迷惑したような、たくさんの裸の男性の視線で、私はやっと、今自分がどこにいるのかを理解した。

「……あの、すいません……、お邪魔しました……」

　あまりの恥ずかしさに、瞬間的に顔が真っ赤になるのがわかった。後ずさりをして一礼し、男性用脱衣所から飛び出すと、ばふん、と私を受け止める胸があった。

「は、畑野、社長……」

　見上げれば、あきれたような怒ったような、そんな顔の社長が目に入る。

「竹田。ちょっと来い」

　社長の声色はあくまで冷静で、私はその言葉に従い、バックヤードへと粛しゅく々しゅくと歩いていった。

「……お前なぁ、自分がナニしたかわかってんのか？」

　控え室で一番にかけられたのは、畑野社長からの冷たい声だった。

「……すみません」

　私は頭を下げる。目の前のゴキブリに血が上り、駆除するためとはいえ、裸の男性がいっぱいいる脱衣所に踏み込んでしまった。社長の叱責はそこの点なのだろう。

「で、でも、たとえば男性従業員が女性の脱衣所に入るのは問題かもですけど、私は女性ですし……」

「そういうんじゃないんだよ、お前。たとえ男でも、そういう対象じゃない女に裸を見られるのはイヤなんだぞ」


　私の言い訳に、社長は厳しい言葉で答えてくる。

「こういうなぁ、お客さんが裸になったりする施設は、そういう考えじゃダメだろ。昔はそうだったかもしれないが、俺の代から清掃担当は男女ペアで等分でやってるだろ」

　そうだ、その通りだ。私が入社した六年前は清掃員は高齢の女性パートばかりで、男性の脱衣所や大浴場も、お客さんのいる中をパートのおばちゃんが掃除していた。それを刷さっ新しんしたのが畑野社長だった。シルバー人材センターなどに依頼し男性の清掃パートを雇用し、原則的に男女別の箇所は、同性のみが清掃作業や修理点検などをするようになった。確かにお客さんからもそこは好評で、「居心地がいい」とお褒めの言葉をいただくこともある。

　ただ、私はある点がひっかかっていた。肝心の畑野社長はどうなんだろう。

「……社長は、私の前で裸になったりするじゃないですかぁ……」

　ぼそり、とつい口をついて出た私の指摘に、社長は真顔で答える。

「……だから、そういうことだ。俺、一回告白してるだろうが、馬鹿竹田」

「えっ」

　顔を上げた私の視線と、畑野社長の視線が交こう錯さくする。じっと見つめる畑野社長の目は真剣そのもので、いつもの軽口や冗談とは思えない。私は混乱する。

「くっそ、お前相手だといっつもペースが狂うな……、こんな風に女のことを考えたことなんかなかったぜ……」

　横を向いて頭をかく社長の頬が、うっすら上気しているのは目の錯覚なのだろうか。私は今言われた言葉を改めて反はん芻すうするが、どうしても答えが出てこない。

「……ま、黙ってる、ってのが答えなんだろな。いいよ、どうこうなる気はねぇ。じゃあな、フロント戻るわ」

　社長は、照れくさそうにそう言うと、逃げるように控え室から出ていく。私はまた事態が理解できず、立ち尽くすことしかできないでいた。

　それから公休も挟んだ一週間、畑野社長とは何回か顔を合わせたけれど、特に態度が変わったりはなかった。相変わらずへらへらと軽口ばかり叩いて、温泉プールで遊び、たまに大浴場や貸し切り露天で汗を流す、そんな変わらない社長の姿があった。私はいつもの社長を見る度に、相変わらずの苛立ちと、あとは何かほっとしたような、そんな複雑な気分が湧き出すのを感じていた。

　久しぶりの遅番で、営業終了に向けての館内設備のチェックをしていた時、フロントの前で倉本副支配人から声をかけられる。

「竹田さん、修理してほしい箇所があるんですが」

「はい！　どこですか？」

　やっぱり倉本さんは落ち着く。私の心をかき乱して遊んでいる、あの畑野社長とは大違いだ。

「貸し切り露天の、洗い場の蛇口なのですが、閉めた直後は漏れないのですが、数分経つと水漏れが始まるそうです」

「わかりました、すぐ修理に向かいます。そんなわかりにくい故障、よく気付かれましたね、さすが倉本さんです！」

　私は無邪気に返す。倉本さんは社長と違ってこの施設のこともよく見ているし、すごいな、と純粋に思ってのことだった。しかし、思わぬ台詞が倉本さんから返ってきた。

「……これを上げてくれたのは社長でいらっしゃいます。多分、よく館内の風呂に入られているのは、そういった細かい箇所のチェックかと」

　倉本さんから思いがけない言葉を聞き、私の目が見開かれる。

（あの社長が、不良で遊び人の畑野社長が、そんなことを……？）

「……そう、なんですね」

　短い言葉を返すのが精一杯だった。そんなことはない、社長はナンパばっかりしてるし、いつも浴場で遊んでるし、そんなところをチェックするはずがない。私は騙されない。

　そう自分に言い聞かせようとするけれど、倉本さんが続ける言葉が、私の思い込みを崩していく。

「私たち従業員は、どうしても立った目線でしかチェックできませんが、実際に利用して、お客様目線でチェックした方が、細かい汚れや故障箇所などはわかりますからねぇ。畑野社長はそういった、お客様の目線での欠点の洗い出しや改善がお上手なんですよね。それが業績アップにもつながっている、と私は感じていますが……」

　穏やかに微笑みながら倉本さんは、私に優しく言い聞かせるように語りかけてくる。確かに思い返せば、社長は私たちが気付かない箇所への指摘が多かった。

（本当に、もしかしたら、畑野社長は）

「あの、倉本さん、ありがとうございます。では、修理に向かいます……」

　赤くなる頬が恥ずかしかった。自分が間違っていたのかもしれない。今まで、社長にひどいことを言ってきた、その後悔が胸に押し寄せる。

　複雑な感情を抱えたまま、私は倉本さんに一礼し、重い足取りで貸し切り風呂の方向へ歩いて行った。

　もう閉店も近い。予約も入っておらず、貸し切り風呂は無人のはずだった。手が空いてる今のうちに素早く修理してしまおう。そう考えながら道具箱を小脇に抱え、露天風呂への扉を開ければ、すっかり涼しくなった空気の中にもうもうとした湯気が立ち上っている。

　その湯煙の向こうに、見覚えのある金色に近い茶髪の頭が見えた。

「……しゃ、社長……」

「竹田か、なんだ？」

　思わず口に出せば、畑野社長の低い声が返ってくる。そうか、もう予約もないし、畑野社長がここに来ていてもおかしくはない。

「……あの、水栓を、修理しに来たんですけど」

「あー、それか。そこの洗い場の右端だ。多分、中のコマがバカになってて、一回閉めても隙間から漏れてくる」

　わかりやすく壊れていて、水が止まらない、などはすぐに報告があがってくる。ただこういう、時間が経たないとわからないような故障箇所は、お客さんの目線でないと確かにわかりづらい。社長がよくこの施設の風呂に浸かっているのは、そういう細かいチェックをするためだったのだろう。

　私は、モヤモヤする気持ちのまま元栓を止めて修理を始める。スパナで取っ手を外し、蛇口の中を覗くと確かに水栓ゴマが微妙にズレた位置ではまっていた。これならすぐに修理できるだろう。私は手早く故障を直していく。そんな私の手元を、畑野社長は湯槽の中からじっと見ているようだった。

　柄にもなく、自分が緊張していることに気付く。あの言葉、社長が私に『好きだ』と言ったことを何回も思い出す。ドキドキしているのを気づかれたくなくて、私は気になっていた質問を社長に投げかけることにした。

「あの、社長。こ、この前の、ナンパのことなんですけど……」

「んあー？　なんだよ」

「……アレって、ナンパじゃなくて、もしかして、お客さんの意見を聞くため、だったりしますか？」

　あはは、と軽く笑う声が後ろから聞こえて振り向く私を、社長が湯槽の縁にもたれながら照れくさそうに見ていた。

「まぁな、やっぱ、若い女の子の声って貴重だからなぁ。社長ってバレちゃ、正直な話も聞けなくなるし、あの場ではバラしてほしくはなかったかな」

「そう、だったんですね……」

　ほっとしている自分がいることに、私は気付いている。そして、あの時、女性客に声をかける畑野社長を見て苛立ったのは、嫉妬だったのだと今さらながら思い知らされた。

「お前、ほっとしてるだろ」

「えっ？　そ、そんなことは……」

　自分の本心を言い当てられて、私は反射的に否定した。それでも私の気持ちは見透かされたようで、社長の口角が嬉しそうに上がっていく。

「そんなこと、ないですからね！」

　早くこの水栓の修理をして、ここから立ち去ろう。私は気づかされてしまった自分の気持ちにフタをするために、焦りながら蛇口のレンチを締めて、水道の元栓を開ける。

「きゃっ！」

「どうした？」

　私の悲鳴と、社長の声が重なった。私の頭の上のシャワーから熱いお湯が降り注ぐ。しまった、肝心の蛇口を閉め忘れていた。焦りながら蛇口のレバーに手を伸ばすが、一瞬早く後ろからの手が先に締めてくれた。

「竹田、大丈夫か？　火傷やけどはないか!?」

　お湯を避けるのに後ろに倒れてた私の背中を支えてくれたのは、畑野社長だった。

「だ、大丈夫ですぅ……」

　給湯は四十五度と、ちょっと熱いくらいで設定されていたし、急に頭からかぶってしまい驚いただけだ。特に火傷などの痛さは感じないが、私の鼓動は跳ね上がる。畑野社長の指が私のポロシャツから露出した二の腕に食い込む。背中は社長の厚い胸板に密着し、かぶったお湯のせいだけではなく、身体がどんどん熱くなっていった。裸の社長に抱き留められている、というどうしようもない気恥ずかしさが、私の頬を上気させる。

「あ、あの、畑野社長、離していただいてよろしいですか……？」

「……竹田ぁ、お前、いい加減にしろ」

　見上げれば社長の表情は苦しげで、眉間に皺を寄せながら私のことをにらんでいた。

（え、なんで？　もしかして、この前から失敗続きだから、また怒られるの？）

　でも、次に社長からかけられた言葉は、予想外のものだった。

「お前、ノーブラなのかよ、ほんと、いい加減にしろ、って……」

「えっ？　きゃぁ……っ！」

　浴びてしまったシャワーのせいで制服のポロシャツがびしょ濡れになり、白い生地からうっすら乳首が透けて見える。焦って言い訳を続けたが、社長には逆効果だった。

「だ、だって、私なんか色気ないし、む、胸も、小さいですし……」

「そういう話じゃねえだろ。こんな、俺の前でこんな、煽あおりやがって、もう止まんねぇからな！」

　煽ってなんかいない、誤解だ、と言い返そうとするが、社長のギラついた視線に遮さえぎられ、言葉を飲み込む。慌てて腕で隠そうとするけれど、畑野社長の強い力で手首を握られてそれは阻まれ、ポロシャツは脱がされてしまった。

「や、やだ、社長、ダメです、まだお客さんが！」

　貸し切り露天の隣は女性用露天風呂に設計されていて、ここで騒げば筒抜けになってしまうだろう。もう閉店間際とはいえ、少しは女性客もいたはずだ。足をばたつかせるが、それも社長の逞たくましい太ももに押さえつけられ、するり、と下着と一緒にジャージのズボンも引き抜かれる。もう、お互いに全裸だ。いくら初心な私でも、これから社長がしようとすることは予測が付く。

「……声、出すなよ」

　興奮をはらんだ低い声を耳元で囁かれて、私の目には涙が滲にじんだ。洗い場の石張りの固い床に仰向けに押し倒され、私はもがく。畑野社長の重たい身体にのし掛かられて、どんなに押してもその厚い胸板は動くことは無かった。

「んむ……っ」

　厚い、熱い唇に、呼吸を全て飲み込まれるような口付けをされる。ぬるりと長い舌が咥内をくまなく舐め回し、私の舌も絡め取り、味わったことがないような甘く深いキスが続いた。他人の唾液の味と、蒸れたような男の人の匂い。じゅ、じゅ、と生理的な反応から溢れた唾液を音を立てて吸われて、私の耳にそのいやらしい濡れた音が響く。苦しい息とそのいやらしい音が混じり合って、私の性欲をかき立てていった。

（ダメ、まだ、お客さんが、壁の向こうに）

　理性はそう抵抗しようとするが、身体から力が抜けていき、触れあう肌から汗が噴き出し、ぬめっていく。

「きゃんっ！」

　畑野社長の頭が下がったと思うと、私の胸の尖りを強く吸われた。その刺激に身体が跳ね、口からは子犬のような声が漏れる。

「声出すな、っつたろ……」

「だっ、だってぇ……！」

　だって、社長がいやらしいことをするから、だから、声が出ちゃうのに。私ははしたない声を飲み込み、唇をきつく噛みしめる。社長は満足したように更に私のささやかな胸の尖端をしゃぶり、ちゅうちゅうとおもしろそうに吸い続ける。

「……っ、ふーっ、うぅ！」

　噛みしめた唇の端から熱いため息を逃がしながら、私は執拗に胸を嬲なぶられる快感に身を震わせる。

「こんなガキっぽい身体のくせに乳首だけガチガチにしやがって、お前もいやらしいな……」

　ちゅぽん、と私の胸から唇を離した畑野社長が、心底楽しそうに呟いた。社長の言葉通り、仰向けになってほとんど脇に流れ平たくなった乳房の尖端が、ぷっくりと膨らみ、固くそそり立っている。いかにも愛撫を待つように震えるそれが視界に入り、身体の奥からじわりと濡れていくのを自覚する。

「……やらしく、なんかぁ……、っ、んんっ！」

　否定しようと首を振るけれど、ぎゅうっと潰しでもするようにその固くしこった赤い果実を摘ままれ、声がうわずる。同時に反対側の乳首を口にふくまれて、舌先で転がされると、鮮烈な快感が私の中を駆け巡っていった。

（こんなの、だめ……、なのにぃ……）

　性的興奮にぼやけはじめた頭で必死に理性を奮い立たせるけれど、快楽の波には勝てない。さんざん私の胸をいたぶった畑野社長が、今度は私の太ももを押し開き、恥ずかしい箇所を露あらわにしていく。

「ん、ひゃんっ！」

　畑野社長が私の腰を軽々と持ち上げたかと思うと、もう濡れ始めている性器全体にしゃぶりつかれた。舌が閉じていた秘裂を割り、たっぷりの唾液とともに膣口をこじ開ける。
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「ひ、い、いやぁ……」

　背筋に強い性感が走り抜けて、私は身をよじった。

「……声出すなって、竹田」

「で、でも……っ、ん、そんな風に触られたら、んむ、むぐ！」

　声出すな、なんて、そんなやらしい風に触ってるのは社長なのに、ひどい。そう言い返したかったけれど、社長の手のひらが私の口を覆い声は出せなかった。そのまま性器を唾液をなすりつけながら舐められ、クリトリスを強く吸われ、性感を的確に引き出す動きに、まぶたの裏にチカチカした閃光が弾け始める。

「んむ……んんんっ！　んぶ、んっ!!」

　喘ぎ声を出したいのに、口を塞ふさがれてソレができない。快感は逃げ場所をなくしたように、私の中で甘く重く溜まり込んでいく。

「……やべぇな。口ふさぐと、無理やりヤッてるみたいで興奮するぜ」

　顔を上げた畑野社長が、ニヤリと笑いながら不穏なことを呟いた。そして修理用品の詰まった道具箱を片手で引き寄せると、新品の軍手を私の口に押し込み、その上からガムテープを顔にべたりと貼る。

「んむ、むぐ、う──！」

　あまりの出来事に動転し、ガムテープを剥はがそうと手を口元に持っていくが、手首をまとめて掴まれて、今度は左右の親指を、やっぱり道具箱の中にあった結束バンドで後ろ手に固定されてしまった。

「ん、うぐ、っ、うぅっ!!」

（イヤだ、こんなの）

　私はもう、身体を捻るか足をばたつかせるか、それぐらいしか動けなくなった。社長の強い力で足首を掴まれて開かされ、膝が胸に付くほどに折り曲げられると、もう諦めるしかなくなる。

「……馴らしてやるから、ちょっとはおとなしくなれよなぁ？」

　涙の浮かんだ瞳で社長をにらむけれど、上気した頬では男の人の欲望を煽るだけだったのだろう。社長は私の意思なんか無視して、人差し指を私の膣へと挿入してくる。イヤだと頭では思うのだけれど、私の胎内は濡れぞぼり、その指を歓喜をもって迎え入れていた。

「ゆっくり、解ほぐしてやるから……」

　畑野社長の太い指が私の中をくまなく撫でて、私の中の性感を引き出そうとしてくる。にちゅ、にちゅ、と愛液がかき混ぜられる湿った音が耳に届き、羞恥と快感の混じった熱さに、頭の芯が痺れはじめる。

「……っ、ふ、ふぅん、んんっ！」

　息が熱く荒くなり、私は背中を反らして与えられる快楽からなんとか逃げようとした。けれども社長の指は確実に私の性感帯を開発し、止めどなく与えられる刺激に、抗うことができない。

（だめ、こんなの、だめ、なのにぃ……）

「んぐ、うぅぅぅっ!!」

「お？　ここが竹田ちゃんのＧスポットか？　よしよし、いっぱいイジメてやっから覚悟しろよ？」

　畑野社長の指に膣内のある一点を擦られ、大きく私の身体が跳ねた。溶けるような鮮烈な快感が全身を貫き、一瞬で汗が噴き出す。

「んむ──っ！　む、むぶ、うぐぅ……　うぐ、ぐっ！」

　ふぅふぅと鼻息が漏れ、私は首を大きく振り快楽から逃げる。にゅぷ、にゅぷ、と指を出し入れされるのと同時にクリトリスをもう片方の指に挟まれ、ぎゅうっと潰されるような愛撫を加えられる。

「ん、んぐ、んっ！　んん！　ん、んぶ、ん、んっ！　んんんんーっ！」

　もうダメだ、と緊張する足から力を抜いた直後、熱く激しい絶頂が私を襲った。膣の中が痙けい攣れんし、声を出したいのに出せず、私は震えながらそのオーガズムを味わっていた。

（こんな、こんなの……、無理、むりぃ……）

　蕩とろける、とはこんな感じなんだろうか、うまく考えることができず、畑野社長の指の動くままに身体が跳ねる。たっぷりそのまま、十分以上は肉にく襞ひだをくまくこねくり回される。股間からはいやらしい汁がお尻の方まで垂れて、そこを更になぞられ、頭の中が真っ白になるほどに気持ちいい。

「んん、んっ　ん！　んー！　んぅ、うぅ、うっ!!」

　ぐちゅ、ぐちゅ、と股間で淫らな破裂音を立てているのは、本当に私の性器なのだろうか。指が二本、三本と増やされ、膣肉もクリトリスも、まるでオモチャでももてあそぶかのように責め立てられる。快感の波が何度も何度も私の全身を走り抜け、自分が絶頂したのかどうか、それすらもあやふやになった。

　どろどろになった蜜壺から、愛液でふやけた指を抜いてもらった時にはもう、私の意識は飛びかけていた。

「……どうだぁ竹田、気持ちよかったか？」

　畑野社長の言葉に薄うっすらとまぶたを開き、私は力なくうなずくことしかできない。

「よしよし、じゃ、本番いくかぁ」

　相変わらず口を塞ふさがれ、後ろ手に拘束され、足を閉じることもできなくなり、がに股で洗い場に横たわる私の中心に、畑野社長の屹立した男根が押し当てられる。

（……だめ、なのに、でも）

　欲しい、指だけであんなに気持ち良くて、アレで貫かれたらどうなっちゃうのだろう、そんな期待をする淫らな自分が、理性を押しのけて出てくる。

「ん、んんっ！」

　ぐぶり、と私の肉の孔に丸い亀頭がはめ込まれ、ゆっくりゆっくりと狭い内壁を押し広げ挿入されてきた。

「痛くねぇか？」

　慈しむような優しい声で、畑野社長が尋ねてくる。引き攣つれる膣口がじんじんと熱くはあったが、痛い、というよりは挿入される圧迫感が私を苦しくしている。首を振る私に安心したように畑野社長が微笑し、奥を目がけ子宮口に突き当てるように腰を押し進めてきた。

「んーっ！　んぎ、ぐぅぅっ!!」

　がつん、と骨盤に振動が響く。痛みはなく、ただただ甘い疼うずきが粘膜からじわじわと広がる。

（はいって、る、これ、おっきいの、はいってるぅ……）

　おへその下まで入っているかのようなとてつもない異物感に、私の目から涙がぼろぼろこぼれる。

「は、はは、すっげ、狭い、やばいぜ竹田、気持ち良すぎ……」

　うっとりと社長が呟き、同時に抽送が始まった。

「……うう、うっ！　うぅっ！」

「苦しいなぁ、んん？」

　囁かれ、首を上下させ激しく頷く。社長のを打ちこまれているのに、声も出せずすがりつくこともできず、モノのように扱われている。そのことを悲しいと思うのに、私の身体は無理やりに暴かれる悦びに打ち震えていた。

「声なぁ、出してぇだろ。ははっ、中、行くか……、よっと！」

「……!?　っ、ふ、うぅー!!　う────!!」

　ぐいっと身体が持ち上がり、私は繋がったまま社長の太い腕に抱えられた。いわゆる『駅弁』の格好で私は持ち上げられ、自重で肉の杭に最奥までを抉えぐられてしまう。もう、息も切れ切れにしかできず、気持ちいいのか苦しいのかもよくわからない。酸欠で朦もう朧ろうとする頭に、衝撃がまた叩き込まれた。

「かっるいなぁ、竹田ぁ……、ちゃんと食えよぉ？」

「うぎ、ぅうううう!!　うふぅっ！　……うぅ、うう──っ！」

　社長が軽口を飛ばすが、そんな言葉はもう、私は理解できなくなっていた。一歩、二歩と社長が足を進めるその振動が、ダイレクトに私の性感帯を深く穿うがつ。頭に白くもやがかかり、背筋を何度も走る熱塊に私は何回目かの絶頂に追い上げられた。

「う、う、ぅ……、う…………、ん…………」

　かくり、私は社長の肩に額を押し当て意識を深淵に飛ばす。糸の切れた操り人形のように全身が弛し緩かんし、私は受け止めきれないほどの快楽に失神してしまったようだった。

　じゅぽっ！、と高く響く湿った音とともに自分の膣からペニスを抜かれた刺激に、私は意識を取り戻す。頭は未いまだに白くもやがかかり、今自分がどこにいるか、よくわからない。

（ここ……、は……？　私、社長と……）

　畑野社長の汗まみれの身体が離れていく気配と、肩に当たるラタン細工のベンチの肌触り、見上げる天井には白く蛍光灯がともり、やっと貸し切り風呂の脱衣所に連れてこられたことを理解する。

「……う、うぅ」

　身体は脱力し指の一本も動かせず、息を整えるのがやっとだ。その息も未だに口にガムテープが貼られ、鼻呼吸しかできず苦しさは変わらない。

「苦しかったか、ごめんなぁ。お前、声すげぇからさ、つい、な？」

　見上げる視界に畑野社長の顔がよぎり、私に語りかけてくる。

「全部施錠したからな、もう思いっきり声出していいぞ？」

「う、うぅ……、んっ、んあ、は、はー、は──……」

　ベリベリと口のガムテープが剥がされ、咥内の丸めた軍手も抜き取られた。拘束されていた指も、道具箱から出したハサミで切ってもらい、やっと自由になる。

　私はいま、何をされていたんだろうか。

（私は、社長に、露天風呂で襲われて、そのまま、犯されて……）

「笑美……」

　社長が私の名前を呼びながら、優しげにまぶたを撫でてくる。なんで、あんなにひどいことをしたのに、そんな優しくしてくるのかわからない。泣きそうに歪む私の頬を両手ではさみ、畑野社長はまた口付けをしてきた。

「ん、や、やです、イヤぁ……」

「笑美、すまない、ほんっと悪かった。なんかお前のノーブラ見せられて、俺、キレちまった。謝るから、今度はもっと気持ち良くしてやるから……」

　イヤイヤと首を振り、唇を避ける私の耳に、情けないようにも聞こえる畑野社長の声が届く。

「……こんなことしといて言うのは卑怯だけどな、愛してる、笑美。ずっとお前を、こうやってめちゃめちゃにしてやりたかった。気を惹こうと、イヤなことばっかしてた。なぁ、笑美、俺のこと、イヤか？　嫌いか？」

　喉奥から搾り出されるようなその言葉に、私の瞳が涙でにじむ。

　イヤじゃ、ない。嫌いじゃ、ない。好き。私は、畑野社長のことが、好き。

「……すき、です」

　塞がれていたせいか喉の奥が張り付き、掠かすれた声しか出せない。

（好き、なんだ。だって、こんなひどいことされてるのに、失神するくらい気持ち良くて）

　痛くて、ひどくて、でもそれ以上に気持ちよくて、私は社長の全部を受け入れていた。私の言葉を聞いた畑野社長の瞳が細められ、口付けが顔中に降ってくる。

「んむ、む……、うぁ……、やんっ！」

　社長の指が這い、投げ出されていた私の足の間、その中心の肉裂を撫でる。撫でられただけでそこは潤み、私の身体は快感を拾い上げはじめている。

「かわいい声だなぁ、笑美。思いっきり俺にアヘ声聞かせろよ……？」

「え？」

　社長が私を寝かしていたベンチに腰掛け、私の身体を軽々と持ち上げ背中から抱くように膝の上に乗せた。

（こ、これってぇ……？）

　横たわっていて気づいていなかったが、私の目の前には、脱衣所の大きな鏡が広がっていた。もちろん裸の私たちの痴態が嫌でも目に入り、にやりと嗜し虐ぎゃく的てきな笑みを浮かべる畑野社長の表情も見える。

「しゃ、社長、これ、は、恥ずかしいですっ！」

「恥ずかしいのがいいんじゃないのかぁ？　ほら、笑美のここ、かわいそうなことになってるぜ？」

　畑野社長は私の足首を持ち、Ｍ字開脚の姿勢を取らせた。さきほど散々に犯されて、赤紫色に充血した私の恥ずかしい裂け目はくぱりと開ききり、甘い蜜を垂らしながらひくついていた。分泌液のむわりした匂いが鼻孔に届き、煽られる羞恥心と、それ以上の快楽への期待を私にもたらす。

「イヤ、イヤぁ……」

　イヤ、なんて嘘だ。私は、期待している。

「んー？　笑美のここ、虐いじめてほしいんじゃないのか？　言えよ『犯してください』ってなぁ？　言えば、またブチ込んでやる、気持ち良くしてやるぞ？」

　私の心を読んだような、畑野社長の楽しそうな台詞がこわかった。社長に触ってもらってあんなに気持ち良くて、もっと触れてほしい、もっとめちゃめちゃにしてほしい、そう期待はするけれど、これ以上されたら壊れてしまうのでは、という不安もある。

「……あ、あの、しゃ、社長ぉ……」

　ごくり、と溢れてくる生唾を飲み込んだ。

　ダメ、これ以上されたら。

「…………も、もっと、犯してください。わ、私のあそこ、めちゃめちゃにして、ください……」

　口をついて出た言葉は、理性とは反対だった。あんなすごい、頭が真っ白になるぐらいの快感を知ってしまった。もう、抗あらがえない。こわれてもいい。こわされたい。

　私の頭の上で、畑野社長が、にやりと笑う気配がした。

　

　畑野社長が、私の丸見えの肉の孔に、ぷっくり丸く膨らんだ亀頭をあてがった。膣口が期待するようにひくつく様子も、受け入れるべく新たな愛液を分泌する様子も、全部鏡が反射している。ぐい、と骨盤を掴まれ押し込まれれば、くぷり、とその淫猥な孔は悦びとともに肉棒を飲み込んでいく。同時に私は開かれていく圧迫感に甲高い嬌声をあげた。

「ひ、ひぁぁぁ、っ!!　あぐ、う、うぅっ、うあぁあ…………」

　もう何の抵抗もなく、私のそこは膨れあがった欲棒を受け入れてしまう。胎内に灼熱の塊をねじ込まれ、私は身体が震えるほどの快感を与えられていた。

「……おら、見ろ、笑美」

「んぁ……あぁ……、いやぁ……」

（私のここ、こんなに広がって、私、社長に犯されてる。いっぱい、いっぱい犯してほしい……）

　うわごとを呟きながら深い悦楽にかすむ視界に、私のいやらしいアソコが見えた。鏡ははっきりと、秘所に男根を捻じ込まれ快楽にむせぶ私の姿を映し出し、その羞恥心すらも私の興奮を昂たかぶらせていく。

「ちっせぇココにぐっぷり咥くわえやがって、エロすぎだろ……っ、お前」

　小さい、と形容された私の膣口はかわいそうなぐらいに開ききり、血管が浮かんだ社長の幹を、それでも美味しそうに頬張っていた。溢れた愛液は白く泡立ち、床にまで垂れそうなほど内ももを濡らしている。
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「ひぁっ！」

　太ももを抱えられＭ字に開かれた下半身を揺すられると、喉の奥から淫らな声が吐き出される。座った社長に後ろから貫かれるこの体勢は、尖端が私のＧスポットを的確に抉えぐってくる。

（きもちいい、きもちいい、これ、すぐ、イッちゃう……）

「あひ、ひ、ひぐ、きもぢ、いい、いっ、いっひゃう、いっちゃい、ます……、しゃ、ちょぉ……っ、うぐ、っ!!」

　ゆさゆさと大きく揺すられ、肉襞を擦り上げられ、私の口がだらしなく開き喘ぎ声が垂れ流された。

「んー、じゃ、軽くイッとけ!!」

　畑野社長が下生えをかき分け固く尖ったクリトリスに触れたかと思うと、二本の指で挟まれ、ぶるぶると強い振動を加えられた。

「お。ひぐ、ひぐ、ひっ、ひぁああ、っ、ん、んんんーっ!!」

　敏感な肉豆に激しい愛撫をたたき込まれ、私はあっさりと絶頂に達した。身を反らせ快楽を逃がそうとする反応と、震える手足、開いたまま唾液を垂れ流す口元、蕩とろけたようないやらしい表情、全部が明るい脱衣所の中、反射している。

「すっげ、エロ……いっ。くそ、このまま中も、ぐちゃぐちゃにしてやっからなぁ……！」

　畑野社長が私の骨盤を掴むと、まるでオナホでも扱うかのような動きで、私の中にいっぱいに嵌はまった陰茎を擦り上げてくる。愛液と先走りとが混じり合い、肉襞の全部が快楽を搾り出すように蠢うごめく。じゅぽ、じゅぽ、と耳を覆いたくなるほどに淫猥な湿った音が、静かな脱衣所にまき散らされた。

「んあ、ああっ　ああああっ！　あっ、あっ、あぐ、ううう、やぁ、壊れる、こわれちゃうぅっ!!」

「壊してやる、笑美、えみぃ……！　くっそ、オラ、壊れろ!!」

　どちゅ、どちゅ、と音を響かせ子宮がつぶれそうな程の激しい抽送が、私の性感全てを煽り立てる。ピンと尖った乳首が膨らみ震える様子すらも鏡によって露わにされ、私の快楽中枢に火をつけた。

「ふ、うぐ、んあああああああっ、あああああ──っ!!」

　ぶわ、とお腹の中で何かが広がったような感覚と、かくかくと不随意に上下する腰、背筋を駆け抜ける雷のような快感に、私は叫ぶ。同時にずくり、と限界を越えて進められた畑野社長の肉棒に子宮口すらも貫かれ、思考が飛ぶような絶頂感が私の意識をかすませる。

（きもちい、きもち、いい、いい、いい、いく、いく）

「イく、っ、イくイくイくぅ、っ、い、イっひゃううぅぅっ!!」

　さっき味わったはずの絶頂の数倍、いや、数十倍ほどに膨れあがった快楽が、私の中で奔流のように暴れ、はじけ飛んだ。

「くそ、くそ、出すぞ、えみ、えみ、っ、う、ぐっ！」

　同時に、畑野社長も果てた。私の膣の奥、こじ開けられた子宮に直接熱い飛沫しぶきを感じ、私の中が幸せな気分で満たされた。社長が、私に注いでくれたことがたまらなく嬉しかった。

　ゆっくりと腰を持ち上げられ、萎えた陰茎が引きずり出される。名残惜しいようなそんな気持ちがわき起こり、私の頬がまた熱くなる。

「笑美、えみ、愛してるぜ……」

「……私、も……、好き、です……」

　囁かれながら軽く口付けられ、私の中から多幸感が湧き上がる。

　好き、好き。私は、社長が、好き。

　私は何度も、そう心の中で呟いた。

　

　翌日、私は怠い腰と寝不足の頭を抱えて、遅番の勤務に就く。

　昨晩は終電がなくなり車で送ってもらったはいいが、やっぱり社長に襲われ、一人暮らしの私の部屋で、また蕩けるようなエッチを三回もしてしまった。今日は畑野社長は公休だ。今はきっと、私のベッドで寝ているだろう。「お前も休め」とさみしがる畑野社長を振り切って出勤してきたのは、怪しまれないためと、貸し切り風呂の脱衣所の清掃を念入りにしておこうと思ってのことだった。昨晩、軽く掃除はしてきたが。何か名残があるかもわからない。

　昨夜から今朝にかけてのことを思い出すと、私の頬が緩んでいく。畑野社長のセックスは乱暴で、激しくて、ひどくて、でもとてつもなく気持ち良くて、とても幸せだった。そんなことを考えていた私は、かけられていた言葉に気づかなかった。

「……、たけださん、竹田さん！」

「は、はい！　な、なんでしょうか倉本さん！」

　カウンターの前で粘着クリーナーをかけていた私の肩を、倉本副支配人が叩いてくる。ぼーっとしていたことに気づき、私はやっと我に返る。ダメだ、考えちゃいけない、そう思い、崩れそうになる表情をなんとか引き締めた。

「女性の脱衣所なのですが、洗面台に整髪料をこぼしてしまったそうで」

「はい、すぐ向かいます！」

　背中をピンと伸ばし答える私を、倉本さんが笑いながら見ている。なんだろうか、何かおかしかったのだろうか。それとも。

「……あ、あの、なにか……？」

「いえいえ、社長と仲直りされたのだな、と……」

　にこり、と人の良さげな笑顔を浮かべる倉本さんに、私は焦ってしまう。

「えええ、な、何でしょうか、その、心当たりがありませんが……！」

「はは、まぁ、仲が良いのは大事ですが、業務に支障が出ない範囲でお願いいたしますね」

　ぽんぽんと肩を叩かれ、倉本さんはまたカウンターに戻っていく。私はどこまでバレているのかわからずに、真っ赤になりながら女性の脱衣所へと走っていくだけだった。

　

★おわり★











ガテン系不良社長に露天風呂で襲われました

　　こんな所じゃ、お客様にバレちゃいます！
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